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01/19・債券市場、続く機能不全 日銀操作に近づく限界 金利、強まるゆがみ 

    低利融資で国債購入促す 前例なき債券市場管理 金融機関に損失リスク 副作用マグマ蓄積 

  ・貿易赤字最大 19.9兆円 昨年 円安・資源高響く 輸入初の 100兆円突破 ＜1＞ 

    貿易赤字定着も 輸出、円安でも停滞 輸入は資源高で 4 割増 

01/20・FRB早期利下げ否定 副議長「路線維持を決意」 

  ・米、台湾軍の訓練拡大 州兵活用、種類も多様に 中国抑止急ぐ 

  ・米、ウクライナに追加武器支援 3200億円 装甲車や戦闘車 

  ・消費者物価 12月 4.0％上昇 41年ぶり、通年は 2.3％ エネ・食品伸び続く ＜2＞ 

01/21・米中古住宅販売 17.8％減 昨年 利上げで 8年ぶり低水準 

  ・FRB理事「0.25％利上げを」 来月 FOMCで希望明言 

01/22・ドイツ、戦車供与二の足 対ウクライナ 「欧州分裂」批判の声も 

01/23・独仏が共同軍事演習へ エネルギー分野も連携 首脳会議で結束演出 

01/24・首相、少子化対策 3本柱 施政方針演説 財源に社会保険料想定 ＜3＞ 

  ・ブラジルとアルゼンチン 共通通貨協議で一致 首脳会談 実現は不透明 

  ・ウクライナ「反汚職」強調 軍調達にも疑惑 EU支援にらむ 

  ・インドネシア南シナ海開発へ 石油・天然ガス採掘容認 中国と新たな緊張も 

01/25・巨大 IT規制米で再燃 子供の有害情報制限、大統領が要請 ねじれ議会、実現に壁 

    米テック主要 5 社 ロビー活動費過去最高 独禁法改正を警戒 

01/26・米、グーグル広告事業標的 司法省、反トラスト法で提訴 ＜4＞ 

  ・独、ウクライナに戦車の供与決定 米も主力戦車 31両供与 

    バイデン氏「米欧、完全に団結」 ゼレンスキー氏が謝意 

  ・カナダ、利上げ 0.25％に縮小 一時停止表明、物価を注視 

  ・韓国、2.6％成長に失速 昨年 過去最大の貿易赤字響く 今年 1.7％成長へ 

    高金利重荷、住宅ローンが家系圧迫 

・中南米カリブ海諸国共同体（CELAC）、左派で結束演出 首脳会議にブラジル復帰 

01/27・IMF、日銀緩和に修正案 市場の歪み、対日審査で指摘 長期金利操作「柔軟に」 

  ・都区部物価 1月 4.3％上昇 前月から伸び率拡大 家電・洋服にも波及 

  ・世界スマホ出荷 18.3％減 10～12月 落ち込み過去最大 

  ・コロナ 5類 5月 8日移行 政府 イベント規制解除先行 

01/28・米消費支出物価、伸び鈍化 12月 5％ 

  ・「台湾有事は 2025年」米空軍高官、内部メモで準備指示 高まる警戒、浮き彫り 

01/29・対中半導体規制導入へ 米と協調、先端品対象 政府調整 ＜5＞ 

  ・干上がる国債 副作用拡大 日銀操作、取引コスト 2倍 

    債券指数から一部除外 社債、5 年債以下 7 割に 



 


